
Ⅰ　決算の状況 

1. 決算規模

歳 入 決 算 額

歳 出 決 算 額

歳入歳出差引額
（　形式収支　）
翌年度へ繰り越
すべき財源

実 質 収 支

単 年 度 収 支

積 立 金

繰 上 償 還 金

積 立 金 取 崩 し

実質単年度収支

（単位：千円）

874,902

▲ 1,087,612

117

0

967,943

令和５年度

27,261,283

26,004,373

1,256,910

28,025,828

25,718,967

2,306,861

344,347

▲ 2,055,438

299,345

66

0

1,150,138

▲ 850,727

1,962,514

令和５年度決算について

23,518,147 29,865,485 26,856,520

　 表－１　直近５か年の収支状況

区　　　分 令和元年度

382,008

令和４年度令和２年度 令和３年度

21,722,107 27,702,074 25,038,239

67 71

1,796,040 2,163,411 1,818,281

216,535 204,579 155,112

▲ 310,575 19,220

1,579,505 1,958,832 1,663,169

▲ 1,264,918

214,922 379,327 ▲ 295,663
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　当初262億円でスタートした予算は、13回の補正を行い、28億5,190万6千円を増額し、
また前年度からの繰越額10億1,339万4千円を加え、最終的には、300億6,530万円となりま
した。
　歳入においては、地方交付税の算定により不交付団体となり普通交付税が交付されず合
わせて市税が減少したことから減収となりました。
  歳出においては、緊急支援給付金や物価高騰対策事業により物価高騰の影響を受けた市
民や事業者への支援を行い、また、第2子保育料無償化や産前産後ケアの充実など子育て
世帯への支援を拡充し、バッテリーロード・バッテリーパークの整備、新居弁天公園の再
整備、環境センター焼却再稼働事業を行うなど、「職住近接」による持続可能な発展に向
けた施策を着実に推進しました。

　令和5年度の一般会計は、
　　歳入　272億6,128万3千円（前年度 280億2,582万8千円）
　　歳出　260億  437万3千円（前年度 257億1,896万7千円）

となり、前年度に比べて歳入は7億6,454万5千円の減少（▲2.7％）、歳出は2億8,540
万6千円の増加（+1.1％）となりました。
　歳入歳出差引額（形式収支）12億5,691万円から、繰越明許費の翌年度へ繰り越すべ
き財源3億8,200万8千円を差し引いた実質収支は、8億7,490万2千円で、単年度収支
は、▲10億8,761万2千円となりました。
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525,708 360,174 969,326
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